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「広報・ファンドレイズ」については、企業などへの勉強会などを開催し、理解促進に努めた。広報

担当の採用や、ホームページや印刷物の充実については、来年度の課題とする。また、災害が多発した

により、大阪北部地震、西日本豪雨、北海道胆振東部地震への対応として、被災者支援の調整を行った
2事業の実施に関する事項
特宗非営利活動法人に係る事業

事業名 事業内容 実施

日時

実施

場所

従事者
の

人数

受益対象者

の範囲及び

人数

事業費の

金額

(千円）

災害対応に
對する連携
足進および

支援環境整

蒲事業

【連携促進（ネットワーク
構築)】
都道府県域の災害支援ネッ
トワークの構築をサポート
するとともに、訓練・研修
などに企画・参加すること

で災害時の連携体制の強化
に努めた。また、ネットワ
一クの役割を明確化し、災

害時に連携が取れるよう都
道府県域ネットワークとの

パートナーシップを進め
た ◎

また、災害対応の関係者が
集まる全国フォーラム等を
開催した。

【調整機能構築（支援団体
等の能力強化)】
災害時のセクターを超えた
支援調整の仕組みの構築や
支援分野ごとの課題解決の
ため、専門委員会を設け、
平時から災害に備えて連携
の機能や効果的な支援の仕
組みについて検討を行っ

た。 （避難生活改善に関す
る専門委員会、技術系専門
委員会、情報集約に関する
専門委員会を開催)。

都道府県との
関係構築

通年

全国フォーラ
ム

1回

シンポジウ

ム・訓練・研
修
約1～2回/月

通年

東京都および
地方

法人事務所お
よび

全国各地

2人

1人

災害対応関係
者

約1000人

災害対応関係
者

"500人

19，383

6,326



【調整機能構築（コーデイ【調整機能構築（コーデイ
ネーション)】ネーション)】
コーディネーション育成研
修やサポートシステムの構

築の前段階として、法人と
してのオペレーションプラ

コーディネーション育成研
修やサポートシステムの構

築の前段階として、法人と
してのオペレーションプラ

ン(SOP)の作成を行っン（SOP）の作成を行っ
たた ◎◎

また、運営委員会において
災害時の連携体制や平時の
備えについて、連携できる

また、運営委員会において
災害時の連携体制や平時の
備えについて、連携できる

体制を構築した。体制を構築した。

通年通年 法人事務所お法人事務所お
よびよび

全国各地全国各地

1人1人 災害対応関係災害対応関係
者者
約500人約500人

2,57C2,57C

【広報・ファンドレイズ】【広報・ファンドレイズ】
団体のPR活動を積極的に行
うとともに、企業などへの

勉強会の開催など、賛同者
を増やし、活動資金の獲得

団体のPR活動を積極的に行
うとともに、企業などへの

勉強会の開催など、賛同者
を増やし、活動資金の獲得
に努めた。に努めた。

通年通年 全国各地全国各地 1人1人 市民及び関係市民及び関係
磯関磯関
不特定多数不特定多数

5,84f5,84：

災害発生時
における災

災害発生時
における災

害対応事業害対応事業

大阪北部地震、平成30年7
月西日本豪雨災害、台風21
号、北海道胆振東部地震、

において、支援関係者が、
セクター間、地域間で連携
して支援の調整ができるよ

大阪北部地震、平成30年7
月西日本豪雨災害、台風21
号、北海道胆振東部地震、

において、支援関係者が、
セクター間、地域間で連携
して支援の調整ができるよ
ｰ

フ
ｰ

フ 、、 地元関係者と連携のも地元関係者と連携のも
と、各地において情報共有
会議を開催し、災害関連情
報の集約および支援調整を

と、各地において情報共有
会議を開催し、災害関連情
報の集約および支援調整を
行った。行った。
熊本地震支援においては、

KVOADを通じて復興期支援
熊本地震支援においては、

KVOADを通じて復興期支援
を継続している。を継続している。

随時及び災害随時及び災害
発生時発生時

災害による被
災地域及び全
災害による被
災地域及び全

国各地国各地

3人3人 2018年度に発
生した災害に

よる、被災者

2018年度に発
生した災害に

よる、被災者
全般全般

被災者支援に被災者支援に
関わる団体、関わる団体、

約300団体約300団体

44,10444，104
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2018年度活動計算書

2018年4月1日から2019年3月31日まで

(単位：円）

1 柱爾収益

1 受取会費
正会員受取会
賛助会員受取

2受取寄付金
受取寄付金

受取寄付金（
3受取助成金等
受取助成金

4事業収益
事業収益フジ
事業収益フヌ
事業収益そ0

5 その他収益
受取利息
雑収入

経常収益計
I経常費用
1 事業費
(1)人件費
役員報酬
⑫八山､l＝、I’

貢

1n審

陸疋f苗不I｣賀

人件費計
(2)その他経費
業務委託費
諸謝金
印刷製本費
会議費
旅費交通費
広告宣伝費
通信運搬費
消耗品費
水道光熱費
地代家賃
賃借料
減価償却費
保険料
租税公課
研修費
支払手数料
雑費
その他経費言

事業費計
管理費
(1)人件費
得昌報酬

逼利費

草生費
費計
且経費

製本費
費
交通費
宣伝費
運搬費
品費
弁劉L箸

ぅ6，077

750

l6,502

3,283

27,442

49,220

17,90C

84,027
30.97C

科 目 金 額

1,300,000

1,372,000

44

6

p 470,604
407.260

7.869.657

1,050,000

2,962,000

23,283,025

40

2.639.691

510,000

18,087,867

2,888,698

21,486,565

20,788,572

1,433,500

2,415,219

2,712,220

25,275,660

119, 124

401,881

449,247

120,705

1,609,477

244,373

544,085

43，240

62，050

112,700

310,509

97，207

56,739,769

3 、

90

101

509

31

９
１
，

000

637

770

132

3.732,539



租税公課
支払手数料
支払報酬
雑費
その他経費計

管理費計
経常費用計
当期経常増減額

Ⅲ経常外収益
経常外収益計

Ⅳ経常外費用
経常外費用計
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

5.457.017

83.683.351

7,670,926

0

0

7,670,926

11,600

7,659,326
10.578.451



2018年度貸借対照表

2019年3月31日現在

(単位：円）

科 目 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

未収金

前払金

流動資産合計

2 固定資産

(1)有形固定資産

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

ソフトウェア

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固定資産合計

資 産 合 計

Ⅱ負債の部

1 流動負債

未払金

前受金

預り金

未払法人税等

流動負債合計

2 固定負債

固定負債合計

負 債 合 計

Ⅲ正味財産の部

前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

54 ， 895

454

53

’

1

,

842

297

860

235,064

235,064

1,360,000

1,360,000

0

3

34

，
，

088

863

797

11

フ

，

，

，

458

564

664

600

55,403,999

1,595,064

38,761,286

0

10

7

,578,451

,659,326

56,999,063

38,761,286

18,237,777

56,999,063



2018年度計算書類の注記

重要な会計方針

計算書類の作成は、 NPO法人会計基準(2010年7月20日
います。

（1）固定資産の減価償却の方法

什器備品の減価償却は定率法によっています。
ソフトウェアの減価償却は定額法によっています。

(2)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込経理方式によっています。

1

2011年11月20日一部改正NPO法人会計基準協議会）によって

2．事業別損益の状況

科目
l.災害対応に関す

る連携促進および
支援環境整備事業

2.災害発生時に

おける災害対応

事業

事業部門計 管理部門 合計

I 経常収益
'．受取会費
2．受取寄付金

3．受取助成金等

4．事業収益

5． その他収益

経常収益計

Ⅱ経常費用
('）人件費
役員報酬

給料手当
法定福利費
福利厚生費
人件費計

(2)その他経費

業務委託費
諸謝金

印刷製本費
会議費

旅費交通費

広告宣伝費
通信運搬費

消耗品費

水道光熱費
地代家賃
賃借料

減価償却費

保険料
租税公課

研修費
支払手数料

支払報酬

雑費
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

０
０
０
０
１

3,830,00

4,012,00

2,530,53

10,372,531

14

2
り
り

414,000

759,809

344,943
0

17,518,752

2,283,280

1,433,500

2,006,700

2,689,229

5,128,971

119,124

343,348

311,016

82,335

1,306,517
0

511,042

29,550
0

52，500

209,763

0

97，207

16,604,082

34,122,834

-23,750,303

0

26,908,889

4,039,657

23,283,025

0

54,231,571

96,000

3,328,058

543,755
0

3,967,813

18,505,292
0

408,519

22,991

20, 146,689

0

58，533

138，231

38,370

302,960

244,373

33，043

13，690

62,050

60,200

100,746
0

0

40,135,687

44, 103,500

10,128,071

0

26,908,889

7,869,657

27,295,025

2,530,531

64,604, 102

510,000

18,087,867

2,888,698

0

21,486,565

20,788,572

1,433,500

2,415,219

2,712,220

25,275,660

119, 124

401,881

449,247

120,705

1,609,477

244,373

544,085

43，240

62,050

112,700

310,509
0

97，207

56,739,769

78,226,334

-13,622,232

2

23

，

，

672,000

968,975

０
０

109,200

26,750,175

90,000

01,637

09,770

31, 132

3, 1
5

3,732,539

０
０

56，077

750

16,502

3，283

27，442

49，220

17,900

284,027

0

30，979
0

87，056

0

34，242

1, 107,000

10,000

1,724,478

5,457,017

21,293,158

2,672,000

50,877,864

7,869,657

27,295,025

2,639,731

91,354,277

600,000

21, 189,504

3,398,468

31, 132

25，219， 104

20,788,572

1,433,500

2,471,296

2,712,970

25,292, 162

122,407

429,323

498,467

138,605

1,893,504

244,373

575,064

43,240

149, 106

112,700

344,751

1, 107,000

107,207

58,464,247

83.683.351

7,670,926



金等のP
十,全竺〃 床財産の増減及び残高の状況）は下記の漉

、そのうち8,149,663円は、下記のように｛
封産仕10_ORR&114円です‐

； 01 1 1 01 71 ． !； 31 ！ .■q

床財産の増減の状況を跣ての他椅

事項

事業費

各事業の
呰昌報酬

硬】DL Jし雲､＝

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

連携促進・支援環境整備事業
(社会福祉法人中央共同募金会から
の助成金） 0 3,830,000 3,830,000 0

当期使用した金額のう

ち、 330,000円につい
て、期中に入金されな

かつたため、未収金とし
て計トー

災害発生時における災害対応事業
九州北部豪雨支援
(災害ボランティア活動支援プロ
ジェクト会議からの助成金）

0 3,000,000 3,000,000 0

前期使用した金額に対し

て、当期に助成が決定し

入金された。

災害発生時における災害対応事業
大阪北部地震支援
(社会福祉法人中央共同募金会から
の助成金）

0 1,039,657 1,039,657 0

当期入金された助成金金

額を当期中に全額使用。

災害発生時における災害対応事業
大阪北部地震支援
(特定寄付金） 0 18,578 18,578 0

当期入金された寄付金金

額を当期中に全額使用。

災害発生時における災害対応事業
7月豪雨災害支援
(特定寄付金） 0 20,483,051 12,333,388 8, 149,663

当期入金された寄付金金

額のうち、残額は翌期に
使用予定。

災害発生時における災害対応事業
(熊本地震支援特定寄付金航空券
代金搭乗分相当）

0 6,105,460 6, 105,460 0

当期入金された寄付金金

額を当期中に全額使用。

災害発生時における災害対応事業
(九州北部豪雨災害支援特定寄付金
航空券代金搭乗分相当）

0 301,800 301,800 0

当期入金された寄付金金

額を当期中に全額使用。

合計 0 34,778,546 26,628,883 8, 149,663



2018年度財産目録

2019年3月31日現在

(単位：円）

口
翠
賊
八

矢揖に

寄付1

寄付2

寄付3
＝ｲ訓-／1

ゆ冒

又金

連＃ 更瑳環境翌

ナろ災害弁

鍔促進・支援環境整備隼

ョ｡日兵斗F、良11412･竺

藍合勤寅

固定資産

;1)有形盾

什器，

E資直

;品

パソコン

資産

P香苗

ソフトウェア

無形固定資産計

投資その他の資固

受資その他の資産

定資産合

産 合 計

、 負債の部

1 流動負債

未払金

役昌報圖 48

260

479

57C

154

119

6C

29f

469

434

548

300

790

266

480

47C

ﾕI乙

測本務

科 目 金 額

0

14,292,538

147，214

619，600

8,596,563

30,000,010

1,239,917

330,000

70，967

33，330

20，000

53，860

235,064

235,064

1,360,000

1,360,000

0

55,403,999

1,595,064

56,999,063



水道光熱費

支払報酬

前受金

2019年度分賛助会員会費

災害時における災害対応事業業務委託費

災害時における災害対応事業
平成30年7月豪雨災害岡山・愛媛・広島
3県への物資支援事業

預り金

所得税

住民税

雇用保険

社会保険

未払法人税等

流動負債合計

2 固定負債

固定負債合計

負 債 合 計

12，009

14，669

3,000

4,860,564

30,000,000

197,687

66，100

63,553

470,324

11，600

38,761,286

0

38,761,286

正 味 財 産 18,237,777



書式第18号（法第28条関係）

｢事~蘂~報~吾~面

2018年度年間役員名簿
特定非営利活動法人

全国災害ボランティア支援団体ネットワーク

1 確認事項（法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください｡）

図以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 （法第20条関係）

国各役員について、親族の規定に違反していません。 （法第21条関係）

2役員一覧

役名
どちらかに○

(フリガナ）

氏 名

住所又は居所
前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該当者のみに記入）

1 、 ･監事

ｵｵﾊｼ ﾏｻｱキ

大橋正明

2018年4月1日
～

2019年3月31日

年 月 日
～

年 月 日

2 ⑳･監事

ｲｹｻﾞ ﾂﾖｼ

池座剛

2018年7月1日
～

2019年3月31日

年 月 日
～

年 月 日

3 ． ･監事

ｸﾘﾀ ﾉﾌﾞﾕｷ

栗田暢之

2018年4月1日
～

2019年3月31日

2018年4月1日
～

2019年3月31日

4 、 ･監事

ｶﾏﾀﾞ ﾀｹｱｷ

鎌田長明

2018年4月1日
～

2018年12月31日

年 月 日
～

年 月 日

5 、･監事

ｲｼｶﾜ ｶｽﾞﾀカ

石川和孝

2019年1月1日
～

2019年3月31日

年 月 日
～

年 月 日

6 ． ･監事

ﾊｷﾞﾜﾗ ﾅﾂｺ

萩原なつ子

2018年4月1日
～

2019年3月31日

年 月 日
～

年 月 日

7 、 ･監事

ﾀｶﾊシ リョウタ

高橋良太

2018年4月1日
～

2019年3月31日

年 月 日
～

年 月 日

8 ⑳ 監事

ｻｶﾓﾄ ﾏﾕﾐ

阪本真由美

2018年4月1日
～

2019年3月31日

年 月 日
～

年 月 日

9 ＠･監事

ｽゲナミチカコ

菅波睦子

(二村睦子）

2018年4月1日
～

2019年3月31日

年 月 日
～

年 月 日



’書式第18号（法第28条関係）

事業報
生
ロ 用

｜

｛

10 ⑳ ･監事

ｶﾝｻﾞｷ ｾｲｲチ

神崎清一

2018年7月1日
～

2019年3月31日

年 月 日
～

年 月 日

11 ⑳･監事
ﾐｮｳｼﾞｮｳ ﾃﾂヤ

明城徹也

2018年4月1日
～

2019年3月31日

年 月 日
～

年 月 日

12 理事．．
ｵｵｼﾛ ｻﾄﾙ

大城聡

2018年4月1日
～

2019年3月31日

～

年 月 日

年 月 日

13 理事．．
ﾂﾙﾏﾁ ｼｮｳシ

寺

鶴町昌司

2018年4月1日
～

2019年3月31日

～

年 月 日

年 月 日



設立。事業報告用
書式第4号（法第10条・第28条関係）

刀 0】字

Ｊ
堂

氏 名 住所又は居所

1

特定非営利活動法人国際協
力NGOセンター

理事長 谷山博史

2

特定非営利活動法人ジャパ
ン・プラットフォーム

代表理事永井秀哉

3

震災がつなぐ全国ネットワ
－ク

共同代表松田曜子

4

公益社団法人日本青年会議
所

会頭池田祥護

5

特定非営利活動法人日本NPC
センター

代表理事萩原なつ子

6

社会福祉法人全国社会福祉
協議会
会長斎藤十朗

7

日本赤十字社
社長近衞忠揮

8

日本生活協同組合連合会

代表理事会長本田英一

9

東京災害ボランティアネッ
トワーク

代表山崎美貴子

10

特定非営利活動法人
難民を助ける会
理事長長有紀枝

11

特定非営利活動法人
レスキューストックヤード

代表理事栗田暢之

12

チーム中越

代表加賀友信



1313

宗教法人カトリック中央協宗教法人カトリック中央協
議会カリタスジャパン議会カリタスジャパン
責任司教菊池功責任司教菊池功

1414

一般社団法人一般社団法人
クロスオーバーラボクロスオーバーラボ

代表理事津賀高幸代表理事津賀高幸

1515

一般社団法人一般社団法人

情報支援レスキュー隊
代表理事宮川祥子
情報支援レスキュー隊
代表理事宮川祥子

1616

東日本大震災支援全国ネッ
トワーク

代表世話人山崎美貴子

東日本大震災支援全国ネッ
トワーク

代表世話人山崎美貴子

1717

一般社団法人
ピースボート災害ボランテ
ィアセンター

一般社団法人
ピースボート災害ボランテ
ィアセンター

事務局長上島安裕事務局長上島安裕

1818

公益財団法人公益財団法人

日本YMCA同盟日本YMCA同盟

代表理事神崎清一代表理事神崎清一

1919

社会福祉法人社会福祉法人

中央共同募金会中央共同募金会
会長齋藤十朗会長齋藤十朗

2020

一般社団法人一般社団法人
パーソナルサポートセンタパーソナルサポートセンタ
ーー

代表理事鈴木宏二代表理事鈴木宏二

2121

一般社団法人一般社団法人

福祉防災コミュニティ協会福祉防災コミュニティ協会
代表理事鍵屋一代表理事鍵屋一

2222

真如苑救援ボランティアSeR真如苑救援ボランティアSeR
VV

事務局長八本俊之事務局長八本俊之

2323

救世軍救世軍

代表理事ケネス・メイナ代表理事ケネス・メイナ
ーー

2424

一般社団法人ダイバーシテ一般社団法人ダイバーシテ

ィ研究所ィ研究所
代表理事田村太郎代表理事田村太郎

2525

末日聖徒イエス・キリスト
教会/へルピングハンズ
代表役員デビット・ボー

末日聖徒イエス・キリスト
教会/へルピングハンズ
代表役員デビット・ボー
ル・ロバートソンル・ロバートソン

2626




